
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































○ Letters : to O
kum
a, S.
「A
pr. 
二
〇
、
一
九
一
〇
」　
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
四
月
二
〇
日　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　
【
パ
ネ
ル
】
「
開
国
五
十
年
史
」
贈
呈
に
対
す
る
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
か
ら
の
謝
意
伝
達
○
モ
ン
ジ
ェ
ラ
書
翰　
大
隈
重
信
宛　
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
七
月
一
一
日　
【
パ
ネ
ル
】
「
開
国
五
十
年
史
」
贈
呈
に
対
す
る
ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
か
ら
の
謝
意
伝
達
Ⅲ　
日
本
近
代
史
の
至
宝
│
│
大
隈
重
信
関
係
文
書
の
来
歴
一　
市
島
謙
吉
資
料
な
ど
か
ら
見
る
関
係
文
書
の
来
歴
　
今
回
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
編
纂
し
た
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
に
収
録
し
た
書
翰
の
中
に
は
、
大
隈
家
か
ら
縁
故
の
人
び
と
に
209
進
呈
さ
れ
た
も
の
が
一
二
二
通
含
ま
れ
て
い
る
。
大
隈
の
も
と
に
あ
っ
た
資
料
群
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
市
島
謙
吉
の
日
記
な
ど
を
展
示
し
て
、こ
れ
ら
大
隈
宛
書
翰
の
来
歴
に
つ
い
て
展
示
し
た
。
〔
主
な
展
示
資
料
〕
○
市
島
謙
吉
撰
「
双
魚
堂
日
誌
」
二
四　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
三
月
二
日
条
に
、
市
島
が
綾
子
夫
人
か
ら
門
外
不
出
の
関
係
資
料
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
今
後
の
取
り
扱
い
の
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
○
市
島
謙
吉
﹇
撰
﹈「
戊
辰
漫
録
」
五　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
四
日
条
に
、
市
島
が
大
隈
信
常
に
呼
ば
れ
、
大
隈
宛
の
書
翰
一
八
通
を
譲
り
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
尤
も
愉
快
と
す
る
所
」
と
あ
る
。
○ 
大
隈
家
書
翰
案　
鍋
島
侯
爵
家
徴
古
館
宛　
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
一
月
一
五
日　
【
パ
ネ
ル
】
○ 
大
隈
家
書
翰
案　
大
隈
誕
生
記
念
館
宛　
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
一
月
一
五
日　
【
パ
ネ
ル
】
鍋
島
家
が
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
佐
賀
に
創
立
し
た
資
料
館
「
徴
古
館
」
と
、
大隈家書翰案　鍋島侯爵家徴古館宛（大学史資料センター所蔵）
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当
時
郷
里
の
佐
賀
に
あ
っ
た
「
大
隈
誕
生
記
念
館
」
に
、
大
隈
家
が
大
隈
宛
書
翰
を
贈
呈
し
た
際
の
送
付
状
の
草
案
。
現
在
、
前
者
は
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
が
、
後
者
は
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
が
所
蔵
す
る
。
二　
大
隈
家
か
ら
資
料
を
進
呈
さ
れ
た
人
び
と
　
大
隈
家
か
ら
進
呈
さ
れ
た
個
人
の
う
ち
、
現
在
、
所
在
が
判
明
し
て
い
る
分
に
つ
い
て
、
人
物
紹
介
と
実
物
の
展
示
を
行
な
っ
た
。
〔
主
な
展
示
資
料
〕
○
写
真
「
創
立
三
〇
年
祝
典
で
の
大
隈
重
信
・
高
田
早
苗
た
ち
」　
【
パ
ネ
ル
】
○
「
大
隈
家
旧
蔵　
風
雲
書
簡
」　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
高
田
早
苗
（
一
八
六
〇
（
安
政
七
）
年
〜
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
）
旧
蔵
。
早
稲
田
の
四
尊
の
一
人
で
、
早
稲
田
大
学
初
代
学
長
や
第
三
代
総
長
を
務
め
た
。
写
真
は
、
早
稲
田
大
学
創
立
三
〇
年
祝
典
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
。
巻
子
が
収
め
ら
れ
て
い
る
桐
箱
に
は
、
市
島
謙
吉
（
蓋
表
）・
會
津
八
一
（
蓋
裏
）・
高
田
早
苗
（
箱
底
）
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
○
写
真
「
馬
車
上
の
大
隈
重
信
と
市
島
謙
吉
ら
」　
【
パ
ネ
ル
】
○
「
大
隈
重
信
宛
書
簡
乾
・
坤
（
原
安
三
郎
蒐
集
書
画
書
簡
）」　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
島
謙
吉
（
一
八
六
〇
（
安
政
七
）
年
〜
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
）
旧
蔵
。
早
稲
田
の
四
尊
の
一
人
で
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
初
代
館
長
な
ど
を
務
め
た
。
巻
子
に
は
、
原
安
三
郎
所
蔵
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
市
島
の
日
記
な
ど
か
ら
市
島
が
大
隈
家
か
ら
進
呈
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
○
写
真
「
写
真
「
中
野
礼
四
郎
」　
『
創
立
二
五
周
年
紀
念
早
稲
田
中
学
校
創
業
要
録
』
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○
「
早
稲
田
中
学
校
高
等
学
校
寄
贈　
大
隈
重
信
関
係
文
書
」
中
野
礼
四
郎
（
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
〜
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
）
旧
蔵
。
早
稲
田
大
学
で
国
史
を
講
義
し
た
。
そ
の
後
、
早
稲
田
中
学
校
の
教
員
、
教
頭
を
経
て
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
、
早
稲
田
中
学
校
第
三
代
校
長
と
な
っ
た
。
○
写
真
「
大
隈
重
信
と
外
国
男
性
・
塩
沢
昌
貞
」　
【
パ
ネ
ル
】
○
「
大
隈
重
信
宛
諸
家
書
簡　
塩
沢
昌
貞
旧
蔵
」　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
塩
沢
昌
貞
（
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
〜
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
）
旧
蔵
。
早
稲
田
大
学
第
四
代
学
長
、
早
稲
田
大
学
第
二
代
総
長
。
今
回
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
付
の
塩
沢
宛
大
隈
信
常
書
翰
と
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
一
一
月
四
日
付
の
大
隈
重
信
宛
小
野
梓
書
翰
を
展
示
し
た
。
○
写
真
「
大
隈
・
増
田
義
一
・
新
渡
戸
稲
造
」　
『
実
業
之
日
本
社
百
年
史
』
口
絵　
【
パ
ネ
ル
】
○
「
三
条
実
美
他
大
隈
侯
宛
書
簡
」
増
田
義
一
（
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
〜
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
）
旧
蔵
。
実
業
之
日
本
社
の
創
業
者
。
大
隈
は
「
経
済
的
の
方
面
実
業
的
の
方
面
に
於
け
る
早
稲
田
精
神
の
伝
播
者
」
と
言
い
、
同
社
の
事
業
発
展
に
力
を
貸
し
た
。
Ⅳ　
写
真
・
石
碑
か
ら
み
る
大
隈
重
信
│
│
大
隈
の
交
友
録
一　
大
隈
が
収
ま
っ
て
い
る
写
真
│
│
外
国
か
ら
の
訪
問
客
　
大
隈
が
こ
う
し
た
来
訪
者
た
ち
と
一
緒
に
収
ま
っ
て
い
る
写
真
が
、
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、『
伯
爵
大
隈
家
写
真
帳
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
隈
邸
の
写
真
と
、
外
国
か
ら
の
訪
問
客
と
の
写
真
を
取
り
上
げ
、
大
隈
の
交
遊
録
の
一
端
を
紹
介
し
た
。
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〔
主
な
展
示
資
料
〕【
す
べ
て
パ
ネ
ル
】
○
女
性
二
人
と
歓
談
中
の
大
隈
重
信
雑
誌
『
グ
ラ
ヒ
ッ
ク
』
一
（
一
八
）（
有
楽
社
、
一
九
〇
九
年
九
月
）
を
参
考
に
、「
女
子
大
学
を
卒
業
し
た
広
東
豪
商
の
令
嬢
薪
栄
と
談
話
す
る
大
隈　
一
九
〇
九
年
頃
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
表
記
し
た
。
○
大
隈
重
信
と
タ
ゴ
ー
ル　
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
六
月
一
〇
日
○
大
隈
重
信
・
綾
子
と
外
国
婦
人
訪
問
者
○
大
隈
重
信
・
綾
子
と
外
国
人
訪
問
者
雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
一
四
（
九
）（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
一
一
年
四
月
）
を
参
考
に
、「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
総
長
ジ
ョ
ル
ダ
ン
博
士
歓
迎
会　
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
七
月
二
日
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
表
記
し
た
。
○
大
隈
重
信
式
典
演
説 
雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
一
三
（
二
）（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
一
〇
年
一
月
）
を
参
考
に
、「
報
知
新
聞
主
催
米
国
観
光
団
握
手
会　
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
一
月
一
五
日
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
表
記
し
た
。
○
大
隈
重
信
・
綾
子
と
ア
ジ
ア
某
国
要
人
夫
妻
？
と
青
柳
篤
恒
雑
誌
『
写
真
画
報
』
二
（
八
）（
博
文
館
、
一
九
〇
七
年
七
月
）
を
参
考
に
、「
蒙
古
ト
ル
ハ
ト
王
夫
妻
と
大
隈
夫
妻
、
青
柳
篤
恒　
一
九
一
一
（
明
治
四
〇
）
年
頃
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
表
記
し
た
。
○
清
国
皇
族
の
大
隈
邸
訪
問
雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
一
三
（
四
）（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
一
〇
年
二
月
）
を
参
考
に
、「
清
国
皇
族
の
大
隈
邸
訪
問　
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
四
月
二
日
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
表
記
し
た
。
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○
大
隈
重
信
と
名
士
雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
一
四
（
一
二
）（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
一
一
年
六
月
）
を
参
考
に
、「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
名
誉
領
事
ヤ
ン
グ
と
南
極
探
検
後
援
会　
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
表
記
し
た
。
○ 
米
国
前
大
統
領
候
補
ブ
ラ
イ
ア
ン
一
行
の
大
隈
訪
問　
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
〇
月
一
八
日
○
大
隈
重
信
と
学
生　
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
九
月
日
本
人
中
心
に
構
成
さ
れ
た
野
球
団
「
シ
ア
ト
ル
朝
日
ク
ラ
ブ
」
が
来
日
し
た
際
に
撮
影
さ
れ
も
の
。
○ 
米
国
職
業
野
球
団
首
脳
を
招
い
た
レ
セ
ッ
プ
シ
ョ
ン　
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
一
月
三
〇
日
来
日
し
た
コ
ー
ス
ト
・
リ
ー
グ
選
抜
軍
が
大
隈
邸
に
来
訪
し
た
際
の
も
の
。
雑
誌
『
歴
史
写
真
』
大
正
一
〇
年
一
月
号
（
歴
史
写
真
会
、
一
九
二
一
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
○
野
球
部
親
善
記
念
（
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
九
月
二
一
日
）
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
野
球
部
が
大
隈
邸
に
来
訪
し
た
際
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
。
米国職業野球団首脳を招いたレセップション
（『歴史写真』大正10年１月号（国立国会図書館所蔵）より転載）
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二　
大
隈
重
信
署
名
の
篆
額
　
大
隈
署
名
の
篆
額
が
、
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。
自
筆
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
が
、
大
隈
が
自
分
の
署
名
を
記
す
こ
と
を
承
諾
し
た
と
い
う
事
実
は
、
大
隈
の
人
脈
な
ど
を
知
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
時
で
存
在
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
も
の
を
、
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
。
〔
主
な
展
示
資
料
〕
○
「
小
野
梓
君
碑
」　
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
五
月
建
立　
高
知
県
宿
毛
市
・
清
宝
寺
小
野
梓
（
一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
〜
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
）
の
建
立
碑
○
「
深
川
君
之
碑
」　
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
〇
月
建
立　
佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
・
陶
山
神
社
第
八
代
深
川
栄
左
衛
門
（
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
〜
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
）
の
顕
彰
碑
○
「
感
乎
」　
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
五
月
建
立　
千
葉
県
千
葉
市
・
宝
蔵
院
藤
代
市
左
衛
門
（
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
〜
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
）
の
顕
彰
碑
○
「
経
綸
之
碑
」　
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
五
月
建
立　
東
京
都
港
区
・
青
山
霊
園
石
丸
安
世
（
一
八
三
九
（
天
保
一
〇
）
年
〜
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
）
の
顕
彰
碑
○
「
平
岡
君
之
碑
」　
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
建
立　
福
岡
県
福
岡
市
・
聖
福
寺
平
岡
浩
太
郎
（
一
八
五
一
（
嘉
永
四
）
年
〜
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
）
の
顕
彰
碑
○
「
田
村
昌
宗
之
碑
」　
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
〇
月
建
立　
千
葉
県
千
葉
市
・
宗
胤
寺
田
村
昌
宗
（
生
年
不
明
〜
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
）
の
顕
彰
碑
215
○
「
室
孝
次
郎
君
之
碑
」　
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
一
〇
月
（
二
〇
日
）
建
立　
　
新
潟
県
上
越
市
・
高
田
公
園
室
孝
次
郎
（
一
八
三
九
（
天
保
一
〇
）
年
〜
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
）
の
顕
彰
碑
○
「
久
須
美
祐
伴
君
之
墓
銘
碑
」　
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
一
月
建
立　
新
潟
県
長
岡
市
久
須
美
祐
伴
（
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
〜
一
八
七
六
（
明
治
九
）
の
顕
彰
碑
○
「
駐
蹕
之
碑
」　
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
三
月
建
立　
新
潟
県
柏
崎
市
・
久
寛
荘
明
治
天
皇
の
北
陸
巡
幸
に
関
す
る
記
念
碑
。
内
藤
久
寛
（
一
八
五
九
（
安
政
四
）
〜
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
が
自
宅
に
建
立
し
た
。
○
「
四
方
弘
克
碑
」　
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
四
月
建
立　
三
重
県
松
坂
市
・
信
楽
寺
四
方
弘
克
（
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
〜
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
）
の
顕
彰
碑
。
